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(57)【要約】
【課題】小型化することができる炊飯器を提供する。
【解決手段】本発明に係る炊飯器は、鍋内で洗米する洗
米部と、鍋内の水を排水する排水管と、を備える炊飯器
であって、洗米部は、回転して米を撹拌する撹拌羽根を
有し、洗米部及び排水管は、鍋内で上下移動可能に構成
されている。
【選択図】図３



(2) JP 2020-6151 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鍋内で洗米する洗米部と、
　前記鍋内の水を排水する排水管と、を備える炊飯器であって、
　前記洗米部は、回転して米を撹拌する撹拌羽根を有し、
　前記洗米部及び前記排水管は、前記鍋内で上下移動可能に構成されている、炊飯器。
【請求項２】
　前記洗米部は、上下方向に延在し前記撹拌羽根と接続して前記撹拌羽根とともに回転す
る管状の洗米管を有し、
　前記排水管は、前記洗米管内に挿入され前記鍋内の水を排水する、請求項１に記載の炊
飯器。
【請求項３】
　管状に形成されて前記排水管と接続して前記排水管からの水を排水する排水接続部と、
　前記排水接続部と接続する上下駆動ギアと、
　前記洗米部と接続する回転駆動ギアと、
　前記上下駆動ギアと前記回転駆動ギアとに接続されるギア駆動源と、を備え、
　前記排水管及び前記排水管に接続する前記洗米部は、前記ギア駆動源による前記上下駆
動ギアの回転に伴って前記排水接続部が上下移動することで上下移動し、
　前記洗米部は、前記ギア駆動源による前記回転駆動ギアの回転に伴って回転する、請求
項２に記載の炊飯器。
【請求項４】
　前記洗米管が上下移動可能に挿入され前記洗米管の外周部と接続して、前記回転駆動ギ
アの回転に伴って回転する接続管を備え、
　前記洗米管は、前記接続管の回転に伴って回転し、
　前記接続管及び前記排水接続部は、前記鍋の開口を覆う鍋蓋よりも上方に設けられ、
　前記洗米部は、前記接続管に着脱可能に取り付けられ、
　前記排水管は、前記排水接続部に着脱可能に取り付けられる、請求項３に記載の炊飯器
。
【請求項５】
　給水弁を有する給水路と前記排水管とに接続されて水が溜められ、溜められた水を排水
する排水路と接続するタンクと、
　前記タンクの水を排水するポンプと、
　前記給水弁の開閉及び前記ポンプの駆動を制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記給水弁を開いて給水を開始して、前記タンク内に予め決められた水
が溜まったとき前記給水弁を閉じ、その後前記ポンプを駆動させることで、前記鍋内の水
を排水する、請求項１から４のいずれか一項に記載の炊飯器。
【請求項６】
　前記排水管と前記タンクとを接続する部分の最大高さは、前記排水路の最大高さよりも
高くなるように構成される、請求項５に記載の炊飯器。
【請求項７】
　前記鍋内への給水を行う鍋給水弁を有し、
　前記制御部は、前記鍋給水弁の開閉を制御し、前記給水弁を開いて前記タンクに予め決
められた水を溜めた後、前記鍋給水弁を開いて前記鍋内への給水を行う、請求項５又は６
に記載の炊飯器。
【請求項８】
　前記排水管には、前記鍋内の水を排水する排水口が設けられ、
　前記排水口には、前記排水口の開閉を行う排水弁が設けられる、請求項１から７のいず
れか一項に記載の炊飯器。
【請求項９】
　前記排水弁の開閉を駆動する弁駆動源と、
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　前記排水管内において管軸方向に延びて前記排水弁及び前記弁駆動源に接続し、前記弁
駆動源によって管軸方向に移動することで前記排水弁の開閉を駆動する駆動軸と、
を備え、
　前記排水弁は、前記排水管内の前記駆動軸に対して着脱可能に設けられる、請求項８に
記載の炊飯器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、炊飯器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の炊飯器として種々の構造のものが知られている。例えば、従来の炊飯器
として、米を貯える貯蔵部と、洗米を行うための洗米空間と、炊飯部とを備える構造のも
のが知られている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平５－２２００４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の炊飯器においては、小型化するという観点において未だ改善の余
地がある。
【０００５】
　従って、本発明の目的は、前記課題を解決することにあって、小型化することができる
炊飯器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するために、本発明に係る炊飯器は、鍋内で洗米する洗米部と、
　前記鍋内の水を排水する排水管と、を備える炊飯器であって、
　前記洗米部は、回転して米を撹拌する撹拌羽根を有し、
　前記洗米部及び前記排水管は、前記鍋内で上下移動可能に構成されている。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る炊飯器によれば、炊飯器を小型化することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態に係る炊飯器の斜視図
【図２】炊飯器の開状態を示す斜視図
【図３】図１の縦断面図
【図４】図２の縦断面図
【図５】図１の蓋体ユニットの斜視図
【図６】図１の筐体内の構成の一部を示す斜視図
【図７】図５の縦断面図
【図８】図１の引き出しユニットの斜視図
【図９】図８の収容部を取り外した引き出しユニットの斜視図
【図１０】図９のロック機構の拡大図
【図１１】図１の引き出しユニットがロックされた状態を示すロック機構の縦断面図
【図１２】図６の貯蔵部及び米供給部の分解図
【図１３】図６の米供給部の斜視図
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【図１４】米を供給しないとき図１３の米供給部の縦断面図
【図１５】米を供給するときの図１３の米供給部の縦断面図
【図１６】図３の鍋蓋の斜視図
【図１７】図３の鍋蓋の分解図
【図１８】米を供給しないときの図１６のシャッターの縦断面図
【図１９】米を供給するときの図１６のシャッターの縦断面図
【図２０】開閉状態を示す、図１６のシャッターの縦断面図
【図２１】図３の洗米ユニットの分解図
【図２２】図２１の洗米部及び排水管の駆動構成を示す縦断面図
【図２３】図２２の排水管及び排水接続部の縦断面図
【図２４】図２２の排水管の上端部の斜視図
【図２５】図２２の排水接続部の下端部の斜視図
【図２６】図２２の洗米部及び排水管の横断面図
【図２７】図２１の洗米部及び排水管の駆動構成を示す上面図
【図２８】図２１の洗米部及び排水管の駆動構成を示す下面図
【図２９】図７の洗米部が下方に移動した状態の蓋体ユニットの縦断面図
【図３０】図３の排水ユニットの斜視図
【図３１Ａ】排水工程を模式的に示す断面図
【図３１Ｂ】図３１Ａに続く工程を示す断面図
【図３１Ｃ】図３１Ｂに続く工程を示す断面図
【図３１Ｄ】図３１Ｃに続く工程を示す断面図
【図３１Ｅ】図３１Ｄに続く工程を示す断面図
【図３２】本発明の実施形態に係る炊飯器の変形例における弁ユニットの構成を示す縦断
面図
【図３３】図３２の弁駆動源周辺の拡大縦断面図
【図３４】図３２の排水弁周辺の拡大縦断面図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
（本発明の基礎となった知見）
　本発明者らは、炊飯器を小型化するために鋭意検討した結果、以下の知見を得た。
【００１０】
　従来の炊飯器において、洗米空間は、炊飯部とは異なる位置に設けられている。貯蔵部
に投入された米は、洗米空間で洗米された後、炊飯部に投入されて炊飯される。しかしな
がら、従来の炊飯器では、洗米空間が炊飯部とは別に設けられているため、炊飯器全体が
大きくなりやすい。
【００１１】
　これに対して、本発明者らは、洗米空間を炊飯部とは別に設けるのではなく炊飯部（鍋
内）で洗米を行い、鍋内で上下移動可能な排水管により鍋内の水を排水する構成を見出し
た。これにより、鍋内で洗米をして排水することができるため、炊飯器全体を小型化でき
ることを見出した。また、鍋を清掃することで、洗米空間の清掃を行えるため、洗米空間
の清掃性を向上することができることを見出した。
【００１２】
　これらの新規な知見に基づき、本発明者らは、以下の発明に至った。
【００１３】
　本発明の第１態様によれば、鍋内で洗米する洗米部と、
　前記鍋内の水を排水する排水管と、を備える炊飯器であって、
　前記洗米部は、回転して米を撹拌する撹拌羽根を有し、
　前記洗米部及び前記排水管は、前記鍋内で上下移動可能に構成されている、炊飯器を提
供する。
【００１４】
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　本発明の第２態様によれば、前記洗米部は、上下方向に延在し前記撹拌羽根と接続して
前記撹拌羽根とともに回転する管状の洗米管を有し、
　前記排水管は、前記洗米管内に挿入され前記鍋内の水を排水する、第１態様に記載の炊
飯器を提供する。
【００１５】
　本発明の第３態様によれば、管状に形成されて前記排水管と接続して前記排水管からの
水を排水する排水接続部と、
　前記排水接続部と接続する上下駆動ギアと、
　前記洗米部と接続する回転駆動ギアと、
　前記上下駆動ギアと前記回転駆動ギアとに接続されるギア駆動源と、を備え、
　前記排水管及び前記排水管に接続する前記洗米部は、前記ギア駆動源による前記上下駆
動ギアの回転に伴って前記排水接続部が上下移動することで上下移動し、
　前記洗米部は、前記ギア駆動源による前記回転駆動ギアの回転に伴って回転する、第２
態様に記載の炊飯器を提供する。
【００１６】
　本発明の第４態様によれば、前記洗米管が上下移動可能に挿入され前記洗米管の外周部
と接続して、前記回転駆動ギアの回転に伴って回転する接続管を備え、
　前記洗米管は、前記接続管の回転に伴って回転し、
　前記接続管及び前記排水接続部は、前記鍋の開口を覆う鍋蓋よりも上方に設けられ、
　前記洗米部は、前記接続管に着脱可能に取り付けられ、
　前記排水管は、前記排水接続部に着脱可能に取り付けられる、第３態様に記載の炊飯器
を提供する。
【００１７】
　本発明の第５態様によれば、給水弁を有する給水路と前記排水管とに接続されて水が溜
められ、溜められた水を排水する排水路と接続するタンクと、
　前記タンクの水を排水するポンプと、
　前記給水弁の開閉及び前記ポンプの駆動を制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記給水弁を開いて給水を開始して、前記タンク内に予め決められた水
が溜まったとき前記給水弁を閉じ、その後前記ポンプを駆動させることで、前記鍋内の水
を排水する、第１から第４態様のいずれか１つに記載の炊飯器を提供する。
【００１８】
　本発明の第６態様によれば、前記排水管と前記タンクとを接続する部分の最大高さは、
前記排水路の最大高さよりも高くなるように構成される、第５態様に記載の炊飯器を提供
する。
【００１９】
　本発明の第７態様によれば、前記鍋内への給水を行う鍋給水弁を有し、
　前記制御部は、前記鍋給水弁の開閉を制御し、前記給水弁を開いて前記タンクに予め決
められた水を溜めた後、前記鍋給水弁を開いて前記鍋内への給水を行う、第５又は第６態
様に記載の炊飯器を提供する。
【００２０】
　本発明の第８態様によれば、前記排水管には、前記鍋内の水を排水する排水口が設けら
れ、
　前記排水口には、前記排水口の開閉を行う排水弁が設けられる、第１態様から第７態様
のいずれか１つに記載の炊飯器を提供する。
【００２１】
　本発明の第９態様によれば、前記排水弁の開閉を駆動する弁駆動源と、
　前記排水管内において管軸方向に延びて前記排水弁及び前記弁駆動源に接続し、前記弁
駆動源によって管軸方向に移動することで前記排水弁の開閉を駆動する駆動軸と、
を備え、
　前記排水弁は、前記排水管内の前記駆動軸に対して着脱可能に設けられる、第８態様に
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記載の炊飯器を提供する。
【００２２】
　以下、本実施形態に係る炊飯器について、添付図面を参照しながら説明する。なお、図
面において実質的に同一の部材については同一の符号を付している。
【００２３】
　また、以下では、説明の便宜上、通常使用時の状態を想定して「上」、「下」、「前」
、「後」等の方向を示す用語を用いている。しかしながら、これらの用語は、本発明の炊
飯器の使用状態等を限定することを意味するものではない。
【００２４】
　また、以下の図面において、Ｘ方向は、本発明の実施形態に係る炊飯器１の前後方向を
示す。Ｙ方向は、炊飯器１の左右方向を示す。Ｚ方向は、炊飯器１の上下方向（鉛直方向
）を示す。
【００２５】
（実施形態）
　炊飯器１の全体構成について説明する。図１は、本実施形態に係る炊飯器１の斜視図で
ある。図２は、炊飯器１の開状態を示す斜視図である。
【００２６】
　図１及び図２に示すように、炊飯器１は、筐体２と、筐体２に対して前後にスライド移
動可能に収容される引き出しユニット３とを備える。さらに、炊飯器１は、引き出しユニ
ット３に接続されて鍋３０の開口３０ａを開閉する蓋体ユニット４を備える。図２に示す
ように、引き出しユニット３は、鍋３０を収容する収容部３１（炊飯器本体）を有する。
【００２７】
　図３は、図１の縦断面図である。図４は図２の縦断面図である。
【００２８】
　図３及び図４に示すように、炊飯器１は、筐体２内に設けられ米を貯蔵する貯蔵部５と
、貯蔵部５から鍋３０に米を供給する米供給部６と、制御部７とを備える。さらに、炊飯
器１は、鍋３０内で洗米する洗米ユニット８と、鍋３０内の水を排水する排水管９とを備
える。
【００２９】
　収容部３１は、鍋３０を加熱する加熱部３１ａを有する。本実施形態では、制御部７は
、米供給部６による米の供給、洗米ユニット８による洗米、鍋３０への給水、鍋３０内の
水の排水、及び加熱部３１ａを制御する。
【００３０】
　以上のような構成により、炊飯器１は、給米、洗米、給排水、及び炊飯の一連の作業を
自動で行う、所謂、全自動炊飯器と称される。
【００３１】
　次に、蓋体ユニット４の開閉構成について説明する。図３及び図４に示すように、蓋体
ユニット４は、回動軸４０を介して引き出しユニット３に回動可能に接続される。回動軸
４０は、鍋３０の開口面Ｓ１と平行に設けられる。また、回動軸４０は、引き出しユニッ
ト３とともに前後にスライド移動する。
【００３２】
　蓋体ユニット４は、回動軸４０を中心に回動することによって、鍋３０の開口３０ａを
開閉する。さらに、蓋体ユニット４は、引き出しユニット３及び回動軸４０とともに前後
にスライド移動する。蓋体ユニット４は、引き出しユニット３及び回動軸４０のスライド
移動と連動して回動軸４０を中心に回動する。
【００３３】
　図５は、蓋体ユニット４の斜視図である。図６は、筐体２（図１）内の構成の一部を示
す斜視図である。図７は、図５の縦断面図である。図５に示すように、蓋体ユニット４は
弾性部材４１を有する。蓋体ユニット４は、弾性部材４１によって付勢されて回動軸４０
（図３）を中心に開方向（Ａ１）に回動する。本実施形態では、弾性部材４１はばねであ
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る。また、蓋体ユニット４は、ガイド機構１０を介して筐体２に接続される。
【００３４】
　ガイド機構１０は、回動軸４０を中心とする蓋体ユニット４の回動をガイドする。蓋体
ユニット４が回動するとき、ガイド機構１０は、ガイド機構１０を介した筐体２との蓋体
ユニット４の接続部（後述のリンクピン１０１）が後方へ移動することを規制する。これ
により、蓋体ユニット４の回動と連動して、蓋体ユニット４と接続する引き出しユニット
３（図４）は前後にスライド移動する。
【００３５】
　図５から図７に示すように、本実施形態では、ガイド機構１０は、リンクピン１０１（
図５）と、リンクピン１０１を嵌めるリンク溝であるガイド１０２（図６）とを有する。
リンクピン１０１は、蓋体ユニット４の側面から内側に延びて形成される。ガイド１０２
は、筐体２の内部においてリンクピン１０１よりも内側に形成される。本実施形態では、
ガイド１０２は、鉛直方向（Ｚ方向）に形成される。
【００３６】
　図４に示すように、炊飯器１が開状態のとき、すなわち、引き出しユニット３を筐体２
内から引き出したとき、蓋体ユニット４の下面Ｓ２は、蓋体ユニット４の回動により前方
に露出する。後述する洗米ユニット８の撹拌羽根８０ａは、炊飯器１が開状態のとき、蓋
体ユニット４の回動により前方に露出する。また、蓋体ユニット４は、筐体２の前面を形
成する前面パネル４２を有する。蓋体ユニット４が開位置にあるとき（炊飯器１が開状態
のとき）、前面パネル４２の背面は、筐体２の上面に位置する。
【００３７】
　次に、引き出しユニット３の引き出し構成について説明する。図８は、引き出しユニッ
ト３の斜視図である。図９は、収容部３１を取り外した引き出しユニット３の斜視図であ
る。図８及び図９に示すように、引き出しユニット３は、引き出しユニット３の前後のス
ライド移動をガイドするレール３２を有する。また、引き出しユニット３は、筐体２に収
容された閉位置において、前方に引き出されることを防ぐロック機構３３を有する。
【００３８】
　図１０は、図９のロック機構３３の拡大図である。図１１は、引き出しユニット３がロ
ックされた状態を示すロック機構３３の縦断面図である。図１０及び図１１に示すように
、ロック機構３３は、フックレバー３３ａと、フックレバー３３ａに接続して回動する回
動部３３ｂとを有する。
【００３９】
　フックレバー３３ａは、蓋体ユニット４の前面パネル４２と前後方向に係合する。本実
施形態では、フックレバー３３ａは、上端部から後方に向けて斜め下方に延びて形成され
る係合部３３ａａを有する。前面パネル４２は、下端部から前方に向けて斜め上方に延び
て形成される被係合部４２ａを有する。係合部３３ａａと被係合部４２ａとが係合するこ
とで、フックレバー３３ａは前面パネル４２と前後方向に係合する。フックレバー３３ａ
が後方に押され回動部３３ｂが回動することで、係合部３３ａａと被係合部４２ａとの係
合は解除される。
【００４０】
　ユーザがロック機構３３を解除したとき、蓋体ユニット４が弾性部材４１（図５）によ
って開方向（Ａ１）に回動する。さらに、ガイド機構１０を介した筐体２との蓋体ユニッ
ト４の接続部（リンクピン１０１）がガイド１０２（図６）によって後方への移動を規制
されることで、蓋体ユニット４と接続する引き出しユニット３は前方に移動するように力
を受ける。これにより、引き出しユニット３は、弾性部材４１の付勢力によって筐体２内
から前方へ引き出される。
【００４１】
　本実施形態では、ロック機構３３が解除される前（蓋体ユニット４が閉位置にあるとき
）、蓋体ユニット４が開く方向の弾性部材４１によるトルクＦ１は、蓋体ユニット４が閉
じる方向の蓋体ユニット４によるトルクＦ２よりも大きい。このため、ロック機構３３を
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解除した直後、引き出しユニット３は前方に引き出される。トルクＦ２は、蓋体ユニット
４の重心位置Ｇ１（図７）によって決められる。その後、トルクＦ１は、Ｆ２よりも小さ
くなる。このため、ユーザが引き出しユニット３を引き出し方向に力を加えることで、引
き出しユニット３は前方に引き出される。引き出しユニット３を引き出していくと、トル
クＦ１は、再びトルクＦ２よりも大きくなる。これにより、引き出しユニット３は、筐体
２から引き出された状態（炊飯器１が開状態）となる。
【００４２】
　次に、米供給部６の構成について説明する。図１２は、貯蔵部５及び米供給部６の分解
図である。図１３は、米供給部６の斜視図である。図１２及び図１３に示すように、米供
給部６は、筒状に形成される送米ガイド６０と、送米ガイド６０内に挿入されて米を軸方
向に送る送米軸６１と、送米軸６１を駆動する駆動源６２とを備える。本実施形態では、
駆動源６２は、送米軸６１の回転を駆動する。また、米供給部６は、米の重力で貯蔵部５
から米供給部６に米を送ることができるように、貯蔵部５の下方に配置される。
【００４３】
　送米ガイド６０は、水平面（ＸＹ平面）に沿った方向に筒状に延びて形成される筒状部
６００を有する。筒状部６００は、円筒状に形成される。送米ガイド６０は、筒状部６０
０から上方に向けて筒状に延びる上方筒状部６０１と、筒状部６００から下方に向けて筒
状に延びる下方筒状部６０２とを有する。筒状部６００、上方筒状部６０１、及び下方筒
状部６０２は、連通して形成される。上方筒状部６０１は、貯蔵部５と接続して、貯蔵部
５内の米を筒状部６００に送る。
【００４４】
　図１４は、米を供給しないときの図１３の米供給部６の縦断面図である。図１５は、米
を供給するときの図１３の米供給部６の縦断面図である。
【００４５】
　図１４及び図１５に示すように、送米ガイド６０は、送米ガイド６０内に米を投入する
米投入口６０ａと、米投入口６０ａから送米軸６１によって送られる米を鍋３０に供給す
る米供給口６０ｂとを有する。米投入口６０ａは上方筒状部６０１に形成されて上方に開
口し、米供給口６０ｂは下方筒状部６０２に形成されて下方に開口する。米供給口６０ｂ
は、送米軸６１の軸方向（Ａ２）において米投入口６０ａとずれて鍋３０（図３）の上方
に設けられる。
【００４６】
　図１２、図１４及び図１５に示すように、送米軸６１は、軸周りに螺旋状に形成される
送米羽根６１０を有する。送米羽根６１０は、送米軸６１を中心に回転して米を軸方向に
送る。また、送米軸６１には、米投入口６０ａから米供給口６０ｂへの米通路６０ｃを開
閉する米通路開閉部６１１（ルーバー）が設けられる。米通路開閉部６１１は、米を供給
しないとき米通路６０ｃを閉鎖する閉位置（図１４）に位置し、米を供給するとき軸方向
に移動して米通路６０ｃを開放する開位置（図１５）に位置する。米通路開閉部６１１は
、米を供給しないときに軸方向（Ａ１）において筒状部６００内の空間を隔てるように、
送米軸６１から外周方向に延びて形成される。本実施形態では、米通路開閉部６１１は、
筒状部６００の内側を覆うように円板状に形成される。
【００４７】
　米供給部６は、送米軸６１と螺合接続する送米軸受け部６３を備える。送米軸受け部６
３は、送米ガイド６０（筒状部６００）の軸方向端部に取り付けられる。この状態で駆動
源６２によって送米軸６１が送米軸受け部６３に対して回転することで、送米軸受け部６
３に螺合接続する送米軸６１は、米通路開閉部６１１とともに軸方向に移動する。
【００４８】
　米供給部６は、送米軸６１が送米軸受け部６３に螺合する方向（Ａ３）に、送米軸６１
を付勢する送米軸用弾性部材６４を備える。送米軸用弾性部材６４によって、米通路開閉
部６１１が開位置（図１５）に位置するとき、送米軸６１と送米軸受け部６３との螺合接
続が解除された状態で、送米軸６１は、駆動源６２によって回転して米を米供給口６０ｂ
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へ送る。米の供給を止めるとき、送米軸用弾性部材６４によって送米軸６１を送米軸受け
部６３に付勢した状態で送米軸６１を逆回転させる。これにより、送米軸６１は、送米軸
受け部６３と螺合接続して、米通路開閉部６１１を開位置（図１５）から閉位置（図１４
）へ移動させる。
【００４９】
　図１２に示すように、駆動源６２は、搬送モータ６２０と、搬送モータ６２０に接続す
る駆動軸６２１とを有する。搬送モータ６２０は、搬送モータ固定台６２２によって筒状
部６００に固定される。駆動軸６２１は、送米軸６１が軸方向に移動可能な状態で、送米
軸６１に対して回転方向に係合する。搬送モータ６２０によって駆動軸６２１が回転する
ことで送米軸６１は回転する。
【００５０】
　図１２に示すように、米供給部６は、米供給口６０ｂから供給される米を下方に誘導す
る送米パイプ６５を備える。送米パイプ６５は、筒状に延びて形成され米供給口６０ｂに
上下移動可能に接続される。具体的には、送米パイプ６５は、送米パイプガイド６６を介
して筒状部６００に上下移動可能に接続され、下方筒状部６０２に挿入される。また、送
米パイプ６５は、送米路モータ６７の駆動によって、送米パイプガイド６６に誘導されて
上下移動する。米を鍋３０に供給するとき、送米パイプ６５は、下方に移動して米供給口
６０ｂから鍋３０へ米を誘導する。
【００５１】
　図３に示すように、鍋３０の開口３０ａは、鍋蓋４３によって覆われる。鍋蓋４３は、
蓋体ユニット４の下面において着脱可能に取り付けられ、開口３０ａを開閉する。
【００５２】
　図１６は、図３の鍋蓋４３の斜視図である。図１７は、図３の鍋蓋４３の分解図である
。図１７に示すように、鍋蓋４３には、上下方向に貫通して開閉口４３ａが設けられる。
また、鍋蓋４３には、開閉口４３ａを開閉可能に覆うシャッター４３０（米蓋）が設けら
れる。シャッター４３０は、送米パイプ６５（図１２）の上下移動と連動して開閉口４３
ａを開閉する。また、鍋蓋４３には、米供給部６から鍋３０に米を供給する米供給路４３
ｂが設けられる。
【００５３】
　本実施形態では、鍋蓋４３は、内蓋４３２と、内蓋４３２と鍋３０との間をシールする
鍋パッキン４３３と、内蓋４３２を支える内蓋支え４３４と、内蓋ケース４３５とを有す
る。
【００５４】
　内蓋４３２には、炊飯時の蒸気を外部に排出するための蒸気口４３ｄが設けられる。ま
た、内蓋４３２の中央には、後述する洗米管８０ｂが上下移動可能に挿入される挿入口４
３ｅが設けられる。内蓋ケース４３５は、内蓋パッキン４３６を介して内蓋４３２に取り
付けられる。内蓋パッキン４３６は、内蓋ケース４３５と内蓋４３２との間をシールする
。また、内蓋ケース４３５には、開閉口４３ａが設けられる。開閉口４３ａは、シャッタ
ー４３０が開くことで、内蓋４３２に設けられる貫通孔４３２ａと連通する。これにより
、米供給路４３ｂが形成される。また、内蓋ケース４３５の下方には、開閉口４３ａを下
方から覆うように、シャッター４３０が取り付けられる。シャッター４３０は、米蓋パッ
キン４３７と米蓋パッキンを押さえる米蓋パッキン押さえ４３８とともに開閉口４３ａを
覆う。米蓋パッキン４３７は、開閉口４３ａとシャッター４３０との間をシールする。
【００５５】
　図１８は、米を供給しないときの図１６のシャッター４３０の縦断面図である。図１９
は、米を供給するときの図１６のシャッター４３０の縦断面図である。図１８及び図１９
に示すように、シャッター４３０は、開閉軸４３０ａを中心に回転して開閉口４３ａを開
閉する。また、図１８に示すように、シャッター４３０の上方には、米供給口６０ｂ及び
送米パイプ６５が、シャッター４３０と空間を空けて配置される。
【００５６】
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　図１９に示すように、米を供給するとき、送米パイプ６５を下方に移動させるとともに
シャッター４３０を連動して開くことで、米供給口６０ｂから鍋３０内への搬送路４３ｃ
を形成する。本実施形態では、シャッター４３０は、送米パイプ６５がシャッター４３０
を下方に押すことで、送米パイプ６５の下方への移動と連動して開く。
【００５７】
　図２０は、開閉状態を示す、図１６のシャッター４３０の縦断面図である。図２０に示
すように、シャッター４３０は、シャッター４３０を閉じる方向に付勢するシャッター用
弾性部材４３１を有する。シャッター用弾性部材４３１は、シャッター４３０と内蓋ケー
ス４３５とを接続する。シャッター用弾性部材４３１の付勢力は、送米パイプ６５の下方
への移動と連動してシャッター４３０が開く途中で弱まる。具体的には、シャッター用弾
性部材４３１の付勢力は、シャッター４３０が基準線Ｌ１を超えて開くまでは、シャッタ
ー４３０が開くにつれて強まり、シャッター４３０が基準線Ｌ１を超えて開いた後は、シ
ャッター４３０が開くにつれて弱まる。ここで、基準線Ｌ１とは、シャッター用弾性部材
４３１の内蓋ケース４３５における取付位置Ｐ１と開閉軸４３０ａとを通る直線である。
【００５８】
　制御部７は、搬送モータ６２０の駆動を制御する。これにより、制御部７は、鍋３０内
へ供給する米の量を調節する。本実施形態では、制御部７は、鍋３０内に供給した米の量
を検知することによって、供給する米の量を調節する。図９に示すように、引き出しユニ
ット３は、鍋３０の下方に配置される重量計測台３４と、重量計測台３４の下方に配置さ
れる重量検知機構３５（重量センサ）とを有する。本実施形態では、鍋３０に供給される
米の重量は、重量検知機構３５によって量られる。
【００５９】
　制御部７は、送米路モータ６７の駆動を制御する。米供給部６によって鍋３０内に米を
供給するとき、制御部７は、送米路モータ６７を駆動し、送米パイプ６５を下方に移動さ
せてシャッター４３０を開く。さらに、制御部７は、搬送モータ６２０を駆動して、送米
軸６１によって米を米供給口６０ｂへ送り、予め決められた量の米を鍋３０内に供給する
。米の供給後、制御部７は、搬送モータ６２０を駆動し、米通路開閉部６１１を開位置（
図１５）から閉位置（図１４）へ移動させる。また、制御部７は、送米路モータ６７を駆
動し、送米パイプ６５を上方に移動させてシャッター４３０を閉じる。
【００６０】
　次に、洗米構成について説明する。図２１は、洗米ユニット８の分解図である。図２１
に示すように、洗米ユニット８は、鍋３０内で洗米する洗米部８０を備える。洗米部８０
は、回転して米を撹拌する撹拌羽根８０ａと、上下方向に延在し撹拌羽根８０ａと接続す
る管状の洗米管８０ｂとを有する。また、洗米部８０及び排水管９は、鍋３０内で上下移
動可能に構成されている。
【００６１】
　撹拌羽根８０ａは、蓋体ユニット４の下方に着脱可能に設けられた鍋３０内で洗米する
。本実施形態では、撹拌羽根８０ａは、洗米管８０ｂの下端部から複数方向に外側に向け
て板状に延在して形成される。洗米管８０ｂは、撹拌羽根８０ａとともに回転する。洗米
管８０ｂ内には、排水管９が挿入される。洗米管８０ｂは、フィルタ部８１を介して排水
管９と接続する。フィルタ部８１は、排水を濾過するための部材である。フィルタ部８１
は、排水管９の下端部で接続される。また、フィルタ部８１は、洗米部８０が排水管９と
ともに上下移動するように、洗米部８０と上下方向に係合する。
【００６２】
　図２２は、図２１の洗米部８０及び排水管９の駆動構成を示す縦断面図である。図２２
に示すように、洗米ユニット８は、洗米部８０と接続する回転駆動ギア８２を有する。具
体的には、洗米部８０は、洗米管８０ｂの外周部に接続する接続管８３を介して回転駆動
ギア８２と接続する。接続管８３は、回転駆動ギア８２の回転に伴って回転する。本実施
形態では、回転駆動ギア８２は、接続管８３に設けられる。また、図３に示すように、接
続管８３は、鍋蓋４３よりも上方に設けられる。
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【００６３】
　さらに、洗米ユニット８は、管状に形成されて排水管９と接続して排水管９からの水を
排水する排水接続部８４と、排水接続部８４と接続する上下駆動ギア８５と、上下駆動ギ
ア８５と回転駆動ギア８２とに接続されるギア駆動源８６とを有する。
【００６４】
　排水接続部８４の外周部は、螺旋状に形成される。上下駆動ギア８５は、環状に形成さ
れる。排水接続部８４は上下駆動ギア８５に挿入されて、排水接続部８４の外周部と上下
駆動ギア８５の内周部と螺合する。排水管９及び排水管９に接続する洗米部８０は、ギア
駆動源８６による上下駆動ギア８５の回転に伴って排水接続部８４が上下移動することで
上下移動する。洗米部８０は、ギア駆動源８６による回転駆動ギア８２の回転に伴って回
転する。本実施形態では、洗米部８０は、排水管９とは独立して回転する。すなわち、排
水管９は、洗米部８０と供回りしない。このため、洗米部８０の回転によって排水管９が
ねじれることを防ぐことができる。また、図３に示すように、排水接続部８４は、鍋蓋４
３よりも上方に設けられる。
【００６５】
　ギア駆動源８６は、固定台８６ｂに固定される。ギア駆動源８６は、駆動ギア８６ａを
有する。ギア駆動源８６は、駆動ギア８６ａを介して上下駆動ギア８５と回転駆動ギア８
２とに接続される。上下駆動ギア８５及び回転駆動ギア８２は、駆動ギア８６ａの回転に
伴って回転する。本実施形態では、ギア駆動源８６はモータであって、ギア駆動源８６が
回転駆動することで駆動ギア８６ａは回転する。
【００６６】
　図２３は、図２２の排水管９及び排水接続部８４の縦断面図である。図２４は、図２２
の排水管９の上端部の斜視図である。図２５は、図２２の排水接続部８４の下端部の斜視
図である。
【００６７】
　図２３に示すように、排水管９と排水接続部８４との接続箇所の外周には、排水接続パ
ッキン８７が設けられる。これにより、排水管９及び排水接続部８４の外側に水が漏れる
ことを防ぐことができる。また、排水管９は、排水接続部８４に着脱可能に取り付けられ
る。図２４に示すように、排水管９の上端部の外側面には、排水接続部８４と上下方向に
係合する突起９０が設けられる。図２５に示すように、排水接続部８４の下端部の内側面
には、排水管９の突起９０を嵌める溝８４ａが設けられる。本実施形態では、排水管９を
排水接続部８４に挿入した後、排水管９を排水接続部８４に対して回転させて、突起９０
と溝８４ａとを上下方向に係合させる。
【００６８】
　図２６は、洗米部８０及び排水管９の横断面図である。図２６に示すように、洗米管８
０ｂの外周部は、歯形状に形成される。接続管８３の内周部は、洗米管８０ｂの歯形状の
外周部と噛み合うように凹歯形に形成される。また、接続管８３には、洗米管８０ｂが上
下移動可能に挿入される。洗米管８０ｂは、接続管８３の回転に伴って回転する。また、
洗米部８０は、接続管８３に着脱可能に取り付けられる。
【００６９】
　図２７は、図２１の洗米部８０及び排水管９の駆動構成を示す上面図である。図２７に
示すように、上下駆動ギア８５及び駆動ギア８６ａの外周部は、歯形状に形成される。上
下駆動ギア８５と駆動ギア８６ａとは、上下駆動ギア８５の外周部と駆動ギア８６ａの外
周部とが噛み合うことで接続される。本実施形態では、駆動ギア８６ａは、二段歯車であ
る。駆動ギア８６ａは、上下二段に歯車を有する。上下駆動ギア８５は、駆動ギア８６ａ
の上段の歯車と噛み合う。また、上下駆動ギア８５は、補助ギア８８と噛み合って接続さ
れる。補助ギア８８によって、上下駆動ギア８５が側方にずれることを防ぐことができる
。このため、上下駆動ギア８５と駆動ギア８６ａとを確実に噛み合わせることができる。
【００７０】
　また、排水接続部８４には、排水接続部８４の回転を規制する規制ガイド８９が取り付
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けられる。図２１に示すように、規制ガイド８９は、排水接続部８４の上下移動をガイド
するガイド溝８９ａが設けられる。
【００７１】
　図２８は、図２１の洗米部８０及び排水管９の駆動構成を示す下面図である。図２８に
示すように、回転駆動ギア８２の外周部は、歯形状に形成される。回転駆動ギア８２は、
上下駆動ギア８５（図２７）よりも下方で駆動ギア８６ａに噛み合って接続される。具体
的には、回転駆動ギア８２は、駆動ギア８６ａの下段の歯車と噛み合う。
【００７２】
　駆動ギア８６ａが回転すると、上下駆動ギア８５及び回転駆動ギア８２が回転する。上
下駆動ギア８５が回転すると、上下駆動ギア８５と螺合接続する排水接続部８４は、規制
ガイド８９によって回転を規制された状態で上下移動する。このとき、排水接続部８４に
接続する排水管９、及び排水管９と上下方向に係合する洗米部８０は、排水接続部８４と
ともに上下移動する。回転駆動ギア８２が回転すると、回転駆動ギア８２とともに接続管
８３（図２６）が回転することで、接続管８３の内周部と噛み合う洗米管８０ｂが回転す
る。
【００７３】
　図２９は、図７の洗米部８０が下方に移動した状態の蓋体ユニット４の縦断面図である
。図２９に示すように、洗米時に、洗米部８０は下方に移動して鍋３０（図３）内の米を
洗米する。ギア駆動源８６により上下駆動ギア８５及び回転駆動ギア８２が回転すること
で、洗米部８０は、回転しながら下方に移動する。洗米部８０が予め決められた高さまで
下方に移動したとき、上下駆動ギア８５と排水接続部８４との螺合接続が解除されて上下
駆動ギア８５は空回りする。このため、洗米部８０は、予め決められた高さに配置された
状態で回転し続ける。これにより、鍋３０内の米を洗米する。
【００７４】
　本実施形態では、排水管９に接続されるフィルタ部８１は、脚８１ａを有する。洗米部
８０は、脚８１ａが鍋３０の底に達するまで、下方に移動する。脚８１ａにより、フィル
タ部８１の排水口８１ｂ（図２８）と鍋３０の底との間に空間を設けることができる。こ
のため、排水口８１ｂが鍋３０の底に接触することを防ぐことができ、効率良く鍋３０内
の水を排水することができる。
【００７５】
　洗米終了後、洗米部８０が上方に移動して、撹拌羽根８０ａは、鍋蓋４３の下面に配置
される。ギア駆動源８６により駆動ギア８６ａが逆回転することで、上下駆動ギア８５及
び回転駆動ギア８２は逆回転する。これにより、上下駆動ギア８５が排水接続部８４と再
度噛み合うため、排水接続部８４の上方移動に伴い、排水管９及び洗米部８０は上方に移
動する。また、洗米部８０は、回転駆動ギア８２の逆回転により、下方移動のときとは逆
方向に回転しながら上方移動する。
【００７６】
　次に、排水構成について説明する。図３０は、図３の排水ユニット１１の斜視図である
。図３０に示すように、排水ユニット１１は、タンク１１０と、タンク１１０の水を排水
するポンプ１１１とを備える。タンク１１０は、給水弁１１２（図３）を有する給水路１
１３と排水管９とに接続されて水が溜められる。タンク１１０は、接続路１１４を介して
排水管９と接続する。また、タンク１１０は、溜められた水を排水する排水路１１５と接
続する。排水路１１５は、タンク１１０の底部に接続される。本実施形態では、ポンプ１
１１は、非容積式ポンプである。ポンプ１１１は、例えば、渦巻き式ポンプである。
【００７７】
　制御部７（図３）は、給水弁１１２の開閉及びポンプ１１１の駆動を制御する。具体的
には、制御部７は、給水弁１１２を開いて給水を開始して、タンク１１０内に予め決めら
れた水が溜まったとき給水弁１１２を閉じる。その後、制御部７は、ポンプ１１１を駆動
させることで、鍋３０内の水を排水する。
【００７８】
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　炊飯器１は、鍋３０内への給水を行う鍋給水弁１２（図３）を有する。本実施形態では
、制御部７は、鍋給水弁１２の開閉を制御する。制御部７は、給水弁１１２を開いてタン
ク１１０に予め決められた水を溜めた後、鍋給水弁１２を開いて鍋３０内への給水を行う
。
【００７９】
　図３１Ａから図３１Ｅを用いて、排水工程についてより詳細に説明する。図３１Ａは、
排水工程を模式的に示す断面図である。図３１Ｂは、図３１Ａに続く工程を示す断面図で
ある。図３１Ｃは、図３１Ｂに続く工程を示す断面図である。図３１Ｄは、図３１Ｃに続
く工程を示す断面図である。図３１Ｅは、図３１Ｄに続く工程を示す断面図である。
【００８０】
　まず、図３１Ａに示すように、給水弁１１２を開いてタンク１１０内に水を溜める。タ
ンク１１０内に予め決められた量の水を溜めた後、給水弁１１２を閉じる。排水管９とタ
ンク１１０とを接続する部分の最大高さは、排水路１１５の最大高さよりも高さｈ１分高
い。これにより、タンク１１０内の水が排水管９を通じて鍋３０内に移動することを防ぐ
ことができる。
【００８１】
　次いで、図３１Ｂに示すように、鍋給水弁１２（図３）を開いて鍋３０内への給水を行
う。予め決められた量の水を給水した後、鍋給水弁１２を閉じる。鍋３０内への給水によ
り、排水管９内の空気がタンク１１０内に押し出されるため、タンク１１０内の水位は低
下する。
【００８２】
　次いで、図３１Ｃに示すように、ポンプ１１１を駆動して、洗米後の水を排水する。ポ
ンプ１１１の駆動により、タンク１１０内の水が排水路１１５を通じて排水される。タン
ク１１０内の水の排水に伴って、鍋３０内の水が排水管９を通じてタンク１１０内に移動
する。
【００８３】
　次いで、図３１Ｄに示すように、ポンプ１１１を予め決められた時間で駆動して鍋３０
内の水の排水が終わると、制御部７はポンプ１１１の駆動を停止する。ポンプ１１１の駆
動を停止した後、図３１Ｅに示すように、排水路１１５内の水位とタンク１１０内の水位
は同じ高さになる。
【００８４】
　以上のような給排水の工程を複数回繰り返して、洗米を行う。
【００８５】
　本実施形態に係る炊飯器１によれば、以下の効果を奏することができる。
【００８６】
　本実施形態に係る炊飯器１は、筐体２と、引き出しユニット３と、蓋体ユニット４とを
備える。引き出しユニット３は、筐体２に対して前後にスライド移動可能に収容され、鍋
３０を収容する収容部３１を有する。蓋体ユニット４は、鍋３０の開口面Ｓ１と平行に設
けられる回動軸４０を介して引き出しユニット３に回動可能に接続され、回動軸４０を中
心に回動して鍋３０の開口３０ａを開閉する。回動軸４０は、引き出しユニット３ととも
にスライド移動する。蓋体ユニット４は、引き出しユニット３及び回動軸４０とともにス
ライド移動する。蓋体ユニット４は、回動軸４０を中心とする蓋体ユニット４の回動をガ
イドするガイド機構１０を介して筐体２に接続され、引き出しユニット３及び回動軸４０
のスライド移動と連動して回動軸４０を中心に回動する。蓋体ユニット４の下面Ｓ２は、
引き出しユニット３を筐体２内から引き出したとき、蓋体ユニット４の回動により前方に
露出する。
【００８７】
　この構成によれば、引き出しユニット３により鍋３０を引き出すことができるため、ユ
ーザは鍋３０内へ容易にアクセスすることができる。蓋体ユニット４が引き出しユニット
３及び回動軸４０とともにスライド移動するため、蓋体ユニット４に付着した水滴が筐体
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２内に落ちることを防ぐことができる。また、引き出しユニット３を引き出したとき、蓋
体ユニット４の下面Ｓ２が前方に露出するため、蓋体ユニット４の下面Ｓ２の清掃性を向
上させることができる。また、鍋３０を引き出す動作と蓋体ユニット４を開ける動作を同
時に行うことができ、ユーザの手間を減らすことができる。また、蓋体ユニット４が回動
軸４０により引き出しユニット３に回動可能に接続されるため、鍋３０の開口３０ａに対
する蓋体ユニット４の位置合わせを容易に行うことができる。このため、蓋体ユニット４
と鍋３０との間に隙間が生じることを防ぐことができ、蒸気が漏れることを防ぐことがで
きる。
【００８８】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、筐体２内に設けられ米を貯蔵する貯蔵部５
と、貯蔵部５から鍋３０に米を供給する米供給部６と、米供給部６による米の供給を制御
する制御部７とを備える。
【００８９】
　この構成によれば、制御部７の制御によって米の貯蔵及び供給を自動的に行うことがで
きるため、ユーザは鍋３０に米を供給する手間を減らすことができる。
【００９０】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、蓋体ユニット４の下方に着脱可能に設けら
れ鍋３０内で洗米する撹拌羽根８０ａを備える。撹拌羽根８０ａは、引き出しユニット３
を筐体２内から引き出したとき、蓋体ユニット４の回動により前方に露出する。
【００９１】
　この構成によれば、撹拌羽根８０ａで洗米を行うことができるため、ユーザが洗米を行
う手間を減らすことができる。引き出しユニット３を筐体２内から引き出したとき、着脱
可能な撹拌羽根８０ａが前方に露出するため、洗米によって汚れやすい撹拌羽根８０ａの
清掃性を向上させることができる。
【００９２】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、蓋体ユニット４の下面Ｓ２には、鍋３０の
開口３０ａを開閉する鍋蓋４３が着脱可能に取り付けられる。
【００９３】
　この構成によれば、蓋体ユニット４の下面Ｓ２は、炊飯時の蒸気が付着して汚れやすい
部分である。引き出しユニット３を筐体２内から引き出したとき蓋体ユニット４の下面Ｓ
２が引き出しユニット３の前方に露出するため、露出する蓋体ユニット４の下面Ｓ２に鍋
蓋４３が着脱可能に取り付けられていることで、鍋蓋４３の清掃性を向上させることがで
きる。
【００９４】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、筐体２内に設けられ米を貯蔵する貯蔵部５
と、貯蔵部５から鍋３０に米を供給する米供給部６とを備える。鍋蓋４３には、米供給部
６から鍋３０に米を供給する米供給路４３ｂが設けられる。
【００９５】
　この構成によれば、鍋蓋４３が着脱可能であるため、汚れやすい部分である米供給路４
３ｂの清掃性を向上させることができる。
【００９６】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、蓋体ユニット４は、弾性部材４１によって
付勢されて回動軸４０を中心に開方向（Ａ１）に回動する。引き出しユニット３は、筐体
２に収容された閉位置において、前方に引き出されることを防ぐロック機構３３を有する
。ガイド機構１０は、鉛直方向に形成されたガイド１０２を有する。ロック機構３３を解
除したとき、蓋体ユニット４が弾性部材４１によって開方向（Ａ１）に回動し、ガイド機
構１０を介した筐体２との蓋体ユニット４の接続部がガイド１０２によって後方への移動
を規制される。これにより、蓋体ユニット４と接続する引き出しユニット３は、弾性部材
４１の付勢力によって筐体２内から前方へ引き出される。
【００９７】
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　この構成によれば、ロック機構３３を解除することで引き出しユニット３が前方に引き
出されるため、ユーザは引き出しユニット３を容易に前方に引き出すことができる。
【００９８】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、蓋体ユニット４は、筐体２の前面を形成す
る前面パネル４２を有する。前面パネル４２の背面は、蓋体ユニット４が開位置にあると
き、筐体２の上面に位置する。
【００９９】
　この構成によれば、蓋体ユニット４が開位置にあるとき、前面パネル４２の背面が筐体
２の上面に位置することで、蓋体ユニット４が開位置にある状態の炊飯器１の高さを低く
することができる。このため、炊飯器１をコンパクトに収容することができる。
【０１００】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、鍋３０に米を供給する米供給部６を備える
炊飯器１であって、米供給部６は、筒状に形成される送米ガイド６０と、送米ガイド６０
内に挿入されて米を軸方向に送る送米軸６１と、送米軸６１を駆動する駆動源６２とを備
える。送米ガイド６０は、送米ガイド６０内に米を投入する米投入口６０ａと、送米軸６
１の軸方向において米投入口６０ａとずれて鍋３０の上方に設けられ、米投入口６０ａか
ら送米軸６１によって送られる米を鍋３０に供給する米供給口６０ｂとを有する。送米軸
６１には、米を供給しないとき米投入口６０ａから米供給口６０ｂへの米通路６０ｃを閉
鎖する閉位置に位置し、米を供給するとき軸方向に移動して米通路６０ｃを開放する開位
置に位置する米通路開閉部６１１が設けられる。
【０１０１】
　この構成によれば、米通路開閉部６１１が米通路６０ｃを閉鎖することで、鍋３０から
の蒸気が米投入口６０ａと米通路開閉部６１１との間の空間に侵入することを防ぐことが
できる。また、送米軸６１に米通路開閉部６１１を設けることで、１つの駆動源６２で蒸
気の侵入を防ぐことができる。
【０１０２】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、送米軸６１は、軸周りに螺旋状に形成され
る送米羽根６１０を有する。送米羽根６１０は、送米軸６１を中心に回転して米を軸方向
に送る。
【０１０３】
　この構成によれば、送米羽根６１０が螺旋状に形成されることで、米供給口６０ｂに送
る米の量を微調整することができる。また、送米羽根６１０が螺旋状に形成されることで
、送米ガイド６０の内周面に面する、送米羽根６１０の外周部の面積を増加させることが
できるため、送米羽根６１０と送米ガイド６０との間を蒸気が通過することを抑制できる
。
【０１０４】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、米供給部６は、送米軸６１と螺合接続する
送米軸受け部６３と、送米軸６１が送米軸受け部６３に螺合する方向に、送米軸６１を付
勢する送米軸用弾性部材６４とを備える。送米軸６１は、送米軸受け部６３に対して回転
することで、米通路開閉部６１１とともに軸方向に移動する。米通路開閉部６１１が開位
置に位置するとき、送米軸６１と送米軸受け部６３との螺合接続が解除された状態で、送
米軸６１は、駆動源６２によって回転して米を米供給口６０ｂへ送る。米の供給を止める
とき、送米軸用弾性部材６４によって送米軸６１を送米軸受け部６３に付勢した状態で送
米軸６１を逆回転させることで、送米軸６１は、送米軸受け部６３と螺合接続して、米通
路開閉部６１１を開位置から閉位置へ移動させる。
【０１０５】
　この構成によれば、送米軸６１が、送米軸受け部６３に対して回転して米通路開閉部６
１１とともに軸方向に移動することで、米通路開閉部６１１による米通路６０ｃの開閉構
成を容易にすることができる。また、送米軸用弾性部材６４が送米軸６１を送米軸受け部
６３に付勢するため、米通路開閉部６１１を開位置から閉位置へ移動させるとき、送米軸
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６１を送米軸受け部６３に容易に螺合接続させることができる。
【０１０６】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、米投入口６０ａは上方に開口し、米供給口
６０ｂは下方に開口する。
【０１０７】
　この構成によれば、米の重力によって、米投入口６０ａに投入した米を送米軸６１まで
移動させることができる。また、米の重力によって、米供給口６０ｂから鍋３０に米を供
給することができる。このため、より効率的に米を供給することができる。
【０１０８】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、鍋３０の開口３０ａを覆う鍋蓋４３と、鍋
蓋４３において上下方向に貫通して設けられる開閉口４３ａを、開閉軸４３０ａを中心に
回転して開閉可能なシャッター４３０と、上下移動可能な送米パイプ６５とを備える。送
米パイプ６５は、筒状に延びて形成され米供給口６０ｂに接続され、米供給口６０ｂから
供給される米を下方に誘導する、シャッター４３０は、送米パイプ６５の上下移動と連動
して開閉する。米供給口６０ｂ及び送米パイプ６５は、シャッター４３０の上方に空間を
空けて配置される。米を供給するとき、送米パイプ６５を下方に移動させるとともにシャ
ッター４３０を連動して開くことで、米供給口６０ｂから鍋３０内への搬送路４３ｃを形
成する。
【０１０９】
　この構成によれば、シャッター４３０が送米パイプ６５の下方への移動と連動して開閉
することで、シャッター４３０が意図せずに開くことを防ぐことができる。このため、米
供給口６０ｂへ炊飯時の蒸気が侵入することを防ぐことができる。また、米供給口６０ｂ
及び送米パイプ６５はシャッター４３０の上方に空間を空けて配置されるため、米供給口
６０ｂへ蒸気が侵入することをより一層防ぐことができる。
【０１１０】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、シャッター４３０は、送米パイプ６５がシ
ャッター４３０を下方に押すことで、送米パイプ６５の下方への移動と連動して開く。
【０１１１】
　この構成によれば、シャッター４３０と送米パイプ６５との連動構成を簡易にすること
ができる。
【０１１２】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、シャッター４３０は、シャッター４３０を
閉じる方向に付勢するシャッター用弾性部材４３１を有する。送米パイプ６５の下方への
移動と連動してシャッター４３０が開く途中で、シャッター用弾性部材４３１の付勢力が
弱まるように構成されている。
【０１１３】
　この構成によれば、米を供給しないとき、シャッター４３０の開閉口４３ａの密閉性を
向上させることができる。さらに、シャッター４３０が開く途中でシャッター用弾性部材
４３１の付勢力が弱まるため、米の供給を容易に行うことができる。
【０１１４】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、鍋３０内で洗米する洗米部８０と、鍋３０
内の水を排水する排水管９とを備える。洗米部８０は、回転して米を撹拌する撹拌羽根８
０ａを有し、洗米部８０及び排水管９は、鍋３０内で上下移動可能に構成されている。
【０１１５】
　この構成によれば、洗米する空間を別途設けずに鍋３０内で洗米できるため、炊飯器１
を小型化することができる。鍋３０に排水の穴を設けずに排水管９によって排水できるた
め、鍋３０の構成を簡易にすることができる。洗米部８０及び排水管９が鍋３０内に上下
移動可能に挿入されることで、炊飯時に洗米部８０及び排水管９を上方に移動させること
ができる。このため、炊飯後の米が洗米部８０及び排水管９に付着することを防ぐことが
できる。
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【０１１６】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、洗米部８０は、上下方向に延在し撹拌羽根
８０ａと接続して撹拌羽根８０ａとともに回転する管状の洗米管８０ｂを有する。排水管
９は、洗米管８０ｂ内に挿入され鍋３０内の水を排水する。
【０１１７】
　この構成によれば、排水管９を洗米管８０ｂに挿入した二重管構造にして鍋３０内の水
を排水することで、鍋３０内の空間を効率的に使用することができる。また、排水管９が
撹拌羽根８０ａと干渉することを防ぐことができる。
【０１１８】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、管状に形成されて排水管９と接続して排水
管９からの水を排水する排水接続部８４と、排水接続部８４と接続する上下駆動ギア８５
と、洗米部８０と接続する回転駆動ギア８２と、ギア駆動源８６とを備える。ギア駆動源
８６は、上下駆動ギア８５と回転駆動ギア８２とに接続される。排水管９及び排水管９に
接続する洗米部８０は、ギア駆動源８６による上下駆動ギア８５の回転に伴って排水接続
部８４が上下移動することで上下移動する。洗米部８０は、ギア駆動源８６による回転駆
動ギア８２の回転に伴って回転する。
【０１１９】
　この構成によれば、同じギア駆動源８６によって上下駆動ギア８５及び回転駆動ギア８
２を駆動することができるため、効率良く、排水管９及び洗米部８０を上下移動させて洗
米部８０を回転させることができる。また、排水管９及び洗米部８０の駆動構成を簡易に
することができる。
【０１２０】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、洗米管８０ｂが上下移動可能に挿入され洗
米管８０ｂの外周部と接続して、回転駆動ギア８２の回転に伴って回転する接続管８３を
備える。洗米管８０ｂは、接続管８３の回転に伴って回転する。接続管８３及び排水接続
部８４は、鍋３０の開口３０ａを覆う鍋蓋４３よりも上方に設けられる。洗米部８０は、
接続管８３に着脱可能に取り付けられる。排水管９は、排水接続部８４に着脱可能に取り
付けられる。
【０１２１】
　この構成によれば、接続管８３及び排水接続部８４を鍋蓋４３よりも上方に設けること
で、接続管８３及び排水接続部８４が水に直接触れることを防ぐことができる。また、洗
米部８０及び排水管９を着脱可能にすることで、水に直接触れる部分の清掃性を向上させ
ることができる。
【０１２２】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、給水弁１１２を有する給水路１１３と排水
管９とに接続されて水が溜められ、溜められた水を排水する排水路１１５と接続するタン
ク１１０と、タンク１１０の水を排水するポンプ１１１と、制御部７とを備える。制御部
７は、給水弁１１２の開閉及びポンプ１１１の駆動を制御する。制御部７は、給水弁１１
２を開いて給水を開始して、タンク１１０内に予め決められた水が溜まったとき給水弁１
１２を閉じ、その後、ポンプ１１１を駆動させることで、鍋３０内の水を排水する。
【０１２３】
　この構成によれば、鍋３０及びタンク１１０に水が入った状態で給水弁１１２を閉じる
ことで、排水管９及びタンク１１０内の空間を閉空間とすることができる。この状態で、
ポンプ１１１を駆動することで、タンク１１０内の水の排水に伴って鍋３０内の水を排水
することができる。また、ポンプ１１１が渦巻き式ポンプの場合、米の研ぎ水に含まれる
成分がポンプ１１１の弁に付着することで弁機能が失われてポンプ１１１が機能しなくな
ることを防ぐことができる。このため、鍋３０内の水をより確実に排水することができる
。
【０１２４】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、排水管９とタンク１１０とを接続する部分
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の最大高さは、排水路１１５の最大高さよりも高くなるように構成される。
【０１２５】
　この構成によれば、排水管９とタンク１１０とを接続する部分の最大高さが排水路１１
５の最大高さよりも高いとき、タンク１１０内の水面が、排水管９とタンク１１０とを接
続する部分の最大高さまで上昇することを防ぐことができる。このため、タンク１１０内
の水が逆流して鍋３０内に戻ることを防ぐことができる。このため、鍋３０内をより清潔
に保つことができる。
【０１２６】
　また、本実施形態に係る炊飯器１において、鍋３０内への給水を行う鍋給水弁１２を有
し、制御部７は、鍋給水弁１２の開閉を制御し、給水弁１１２を開いてタンク１１０に予
め決められた水を溜めた後、鍋給水弁１２を開いて鍋３０内への給水を行う。
【０１２７】
　この構成によれば、タンク１１０内に水を溜めるときに鍋３０内に水が溜まっていない
ため、排水管９を通じてタンク１１０内の空気を容易に排出することができる。このため
、タンク１１０内に水を容易に溜めることができる。
【０１２８】
　なお、本発明は前記実施形態に限定されるものではなく、その他種々の態様で実施でき
る。前記実施形態では、炊飯器１は、筐体２内に設けられ米を貯蔵する貯蔵部５と、貯蔵
部５から鍋３０に米を供給する米供給部６と、制御部７とを備えるとしたが、これに限定
されない。蓋体ユニット４が引き出しユニット３のスライド移動と連動して回動軸４０を
中心に回動する構成であれば、他の構成であってもよい。
【０１２９】
　また、ガイド１０２は、鉛直方向（Ｚ方向）に形成されるとしたが、これに限定されな
い。ガイド１０２は、例えば鉛直方向に対して斜めに傾斜していてもよい。この構成によ
っても、ガイド機構１０を介した筐体２との蓋体ユニット４の接続部が後方へ移動するこ
とを規制することができる。
【０１３０】
　また、米供給部６は、送米軸６１と螺合接続する送米軸受け部６３を備えるとしたが、
送米軸６１により軸方向に米を送る構成であれば、他の構成であってもよい。
【０１３１】
　また、シャッター４３０は、送米パイプ６５がシャッター４３０を下方に押すことで、
送米パイプ６５の下方への移動と連動して開くとしたが、他の構成であってもよい。例え
ば、リンク機構によって、シャッター４３０は、送米パイプ６５の上下移動と連動して開
閉してもよい。
【０１３２】
　また、給水弁１１２を開いてタンク１１０内に水を溜めるとしたが、鍋３０内に水を給
水した後、タンク１１０内に水を溜めてもよい。これによっても、鍋３０内の水を排水す
ることができる。
【０１３３】
　また、米投入口６０ａは上方筒状部６０１に形成されて上方に開口し、米供給口６０ｂ
は下方筒状部６０２に形成されて下方に開口するとしたが、他の構成であってもよい。米
投入口６０ａ及び米供給口６０ｂは、筒状部６００に形成されてもよい。また、米投入口
６０ａ及び米供給口６０ｂは、例えば、筒状部６００の側方に形成されてもよい。この構
成によっても、鍋３０からの蒸気が米投入口６０ａと米通路開閉部６１１との間の空間に
侵入することを防ぐことができる。
【０１３４】
　また、送米軸６１は、軸周りに螺旋状に形成される送米羽根６１０を有するとしたが、
螺旋状の送米羽根６１０を有しない構成であってもよい。送米軸６１は、米通路開閉部６
１１を軸方向に往復させることで、米投入口６０ａから米供給口６０ｂへの米通路６０ｃ
を開閉してもよい。この構成によっても、米供給口６０ｂに送る米の量を調整することが
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できる。
【０１３５】
　また、洗米部８０は、回転して米を撹拌する撹拌羽根８０ａと、上下方向に延在し撹拌
羽根８０ａと接続する管状の洗米管８０ｂとを有するとしたが、鍋３０内で洗米できる構
成であれば、他の構成であってもよい。洗米部８０は、例えば、鍋３０内の水に圧縮空気
を噴出して水流を形成する構成であってもよい。この構成によっても鍋３０内の米を洗米
することができる。
【０１３６】
　また、排水管９及び排水管９に接続する洗米部８０は、ギア駆動源８６による上下駆動
ギア８５の回転に伴って排水接続部８４が上下移動することで上下移動するとしたが、他
の構成であってもよい。洗米部８０及び排水管９は、鍋３０内で上下移動可能に構成され
ていれば、例えば、洗米部８０及び排水管９を歯車機構ではなくベルトにより上下移動さ
せてもよい。
【０１３７】
　また、洗米部８０及び排水管９は、鍋３０内で上下移動可能に構成されているとしたが
、洗米部８０及び排水管９は、予め決められた高さに固定されていてもよい。この構成に
よっても、ポンプ１１１を駆動することで、タンク１１０内の水の排水に伴って鍋３０内
の水を排水することができる。
【０１３８】
　また、ポンプ１１１を予め決められた時間で駆動して鍋３０内の水の排水が終わると、
制御部７はポンプ１１１の駆動を停止するとしたが、ポンプ１１１は、タンク１１０内の
水の排水が終わるまで駆動してもよい。
【０１３９】
　また、図３１Ａから図３１Ｅに示すような給排水の工程を複数回繰り返して、洗米を行
うとしたが、複数回でなく１回のみでもよい。これによっても、鍋３０内の水を排水する
ことができる。
【０１４０】
　また、炊飯器１は、図３２から図３４に示すような弁ユニット９２をさらに備えていて
もよい。図３２から図３４は、弁ユニット９２の構成を示す縦断面図である。図３２に示
すように、弁ユニット９２は、排水弁９４と、排水弁９４に接続する駆動軸（ロッド）９
６と、弁駆動源９８とを備える。
【０１４１】
　排水弁９４は、排水管９の下端部の排水口９１を塞ぐ弁体である。排水弁９４は、排水
管９の下端部に設けられる。排水弁９４は、駆動軸９６に対して着脱可能に設けられる。
これにより、排水弁９４の清掃性を向上させることができる。
【０１４２】
　駆動軸９６は、排水管９及び排水接続部８４の内部において管軸方向（上下方向）に延
びる弁棒である。駆動軸９６の下端部において排水弁９４と接続し、駆動軸９６の上端部
において弁駆動源９８と接続する。駆動軸９６は、弁駆動源９８によって管軸方向に移動
することで排水弁９４の開閉を駆動する。
【０１４３】
　弁駆動源９８は、排水弁９４の開閉駆動を行う駆動源（例えばモータ）である。具体的
には、弁駆動源９８は、モータの駆動によって駆動軸９６を下方に移動させる。弁駆動源
９８は、制御部７によって駆動制御される。　
【０１４４】
　排水を行う場合、制御部７は、弁駆動源９８を駆動させて排水弁９４を開放する。具体
的には、制御部７による弁駆動源９８の駆動によって、駆動軸９６が下方に移動すること
で、排水弁９４が下方に移動して排水口９１を開放する。これにより、排水管９は開放状
態となり、排水可能となる。
【０１４５】
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　炊飯を行う場合、制御部７は、弁駆動源９８の駆動を停止させて排水弁９４を閉じる。
排水弁９４の閉鎖は、例えば排水管９内に設けられるばね９５によって行われる。ばね９
５は、排水弁９４の開放時において、駆動軸９６を上方に付勢するように設けられる。こ
れにより、弁駆動源９８が停止した後、ばねの付勢力によって駆動軸９６が上方に移動す
ることで、排水弁９４が上方に移動して排水口９１を閉じる。このため、鍋内の空間を閉
空間とすることができ、鍋内の水を排水するポンプ１１１が例えば渦巻式ポンプ（非容積
式ポンプ）であっても、炊飯器１を圧力式の炊飯器の仕様にすることができる。
【０１４６】
　本発明は、添付図面を参照しながら好ましい実施形態に関連して充分に記載されている
が、この技術の熟練した人々にとっては種々の変形や修正は明白である。そのような変形
や修正は、添付した特許請求の範囲による本発明の範囲から外れない限りにおいて、その
中に含まれると理解されるべきである。また、実施形態における要素の組み合わせや順序
の変化は、本発明の範囲および思想を逸脱することなく実現し得るものである。
【産業上の利用可能性】
【０１４７】
　本発明に係る炊飯器によれば、鍋内での撹拌羽根の回転により、米を撹拌して洗米する
炊飯器に有用である。
【符号の説明】
【０１４８】
　１　炊飯器
　２　筐体
　３　引き出しユニット
　３０　鍋
　３０ａ　開口
　３１　収容部
　３１ａ　加熱部
　３２　レール
　３３　ロック機構
　３３ａ　フックレバー
　３３ａａ　係合部
　３３ｂ　回動部
　３４　重量計測台
　３５　重量検知機構
　４　蓋体ユニット
　４０　回動軸
　４１　弾性部材
　４２　前面パネル
　４２ａ　被係合部
　４３　鍋蓋
　４３ａ　開閉口
　４３ｂ　米供給路
　４３ｃ　搬送路
　４３ｄ　蒸気口
　４３ｅ　挿入口
　４３０　シャッター
　４３０ａ　開閉軸
　４３１　シャッター用弾性部材
　４３２　内蓋
　４３３　鍋パッキン
　４３４　内蓋支え
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　４３５　内蓋ケース
　４３６　内蓋パッキン
　４３７　米蓋パッキン
　４３８　米蓋パッキン押さえ
　５　貯蔵部
　６　米供給部
　６０　送米ガイド
　６００　筒状部
　６０１　上方筒状部
　６０２　下方筒状部
　６０ａ　米投入口
　６０ｂ　米供給口
　６０ｃ　米通路
　６１　送米軸
　６１０　送米羽根
　６１１　米通路開閉部
　６２　駆動源
　６２０　搬送モータ
　６２１　駆動軸
　６２２　搬送モータ固定台
　６３　送米軸受け部
　６４　送米軸用弾性部材
　６５　送米パイプ
　６６　送米パイプガイド
　６７　送米路モータ
　７　制御部
　８　洗米ユニット
　８０　洗米部
　８０ａ　撹拌羽根
　８０ｂ　洗米管
　８１　フィルタ部
　８１ａ　脚
　８１ｂ　排水口
　８２　回転駆動ギア
　８３　接続管
　８４　排水接続部
　８４ａ　溝
　８５　上下駆動ギア
　８６　ギア駆動源
　８６ａ　駆動ギア
　８６ｂ　固定台
　８７　排水接続パッキン
　８８　補助ギア
　８９　規制ガイド
　８９ａ　ガイド溝
　９　排水管
　９０　突起
　９１　排水口
　９２　弁ユニット
　９４　排水弁
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　９５　ばね
　９６　駆動軸
　９８　弁駆動源
　１０　ガイド機構
　１０１　リンクピン
　１０２　ガイド
　１１　排水ユニット
　１１０　タンク
　１１１　ポンプ
　１１２　給水弁
　１１３　給水路
　１１４　接続路
　１１５　排水路
　１２　鍋給水弁

【図１】 【図２】



(23) JP 2020-6151 A 2020.1.16

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(24) JP 2020-6151 A 2020.1.16

【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】



(25) JP 2020-6151 A 2020.1.16

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】 【図１７】



(26) JP 2020-6151 A 2020.1.16

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】 【図２２】



(27) JP 2020-6151 A 2020.1.16

【図２３】

【図２４】

【図２５】

【図２６】

【図２７】

【図２８】 【図２９】



(28) JP 2020-6151 A 2020.1.16

【図３０】 【図３１Ａ】

【図３１Ｂ】 【図３１Ｃ】



(29) JP 2020-6151 A 2020.1.16

【図３１Ｄ】 【図３１Ｅ】

【図３２】 【図３３】

【図３４】



(30) JP 2020-6151 A 2020.1.16

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 4B055 AA03  AA07  BA35  BA37  CA75  CA90  CD07  EA02  EA08  EA10 
　　　　 　　        GA01  GB17  GC40 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

